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（アポージオとはイタリア語で，支援・応援を意味する言葉です。）
平成２１年１２月発行
編集・発行　みやぎ地域づくり団体協議会石巻支部事務局



～新たに石巻支部の会員になった団体を紹介します～

　　　　　　　　　　　　　　　（代表者：渥美耕太郎）
　協働のまちづくりを基本とした活動と生涯学習・社会教育活動を合わせた人づくり・まちづくりに関する様々な取組を実施しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者：片倉勇規）

　防災、地域づくりの啓発と参加機会の創出、地域住民の交流、その他まちづくりのための取組をしています。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表：櫻井富雄）

　花の香るまちづくり、子育て支援・高齢者の生きがいづくりの場の提供、コミュニティビジネス等の取組をしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表：大森宣勝）

　協働のまちづくりを基本に、人が集まる賑わいのある元気なまちにするための先進地視察・イベントの実施、講習会・見学会の開催を行っています。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表：櫻井武寛）

　東松島市及びその周辺地域の市民・ＮＰＯ・企業・行政と連携し、蔵しっくパークの施設を活用した各種まちづくり事業を実施しています。


　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表：及川清一）

　男女共同参画社会に関する寸劇を自ら作り上演することで、男女共同参画社会の推進を積極的に行っています。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表：高橋寿）

　市内小中学生に対する地域の魅力・宝物のＰＲを中心に活動し、休耕田を活用した大豆，菜の花栽培及び循環型社会への理解を求めるイベント開催等をしています。

　１１月１５日（日）に大崎市鳴子温泉において、平成２１年度みやぎ地域づくり団体協議会石巻支部交流会を開催しました。

◆鳴子の米プロジェクト　　　　　　　　
交流会のメインである先進地視察として、今回は鳴子へ行ってきました。理事長の上野健夫さんから「鳴子の米プロジェクト」の立ち上げから現在の取組内容、今後の課題等のお話をご講演いただきました。プロジェクトでは、米作りはもちろん、おにぎりをのせる器まで作製するこだわりぶり。地元の柳や、スギの木を使用し、おいしく食べられるように見かけも工夫しているとのことでした。

お昼には「ゆきむすび」と命名されたこのお米で作られたおにぎりを早速いただきました。ゆきむすびはもちもちとした触感で、少し固めなのが特徴。近くおむすび屋さんを開くということだったため、会員からも「年配の人は、もう少しサイズが小さいほうが食べやすい」など意見が出ました。上野さんからも様々な話を聞くことができ、会員同士の交流も深めることができました。
◆あ・ら・伊達な道の駅

　集客数で全国２位、販売額で５位にランクインしている「あ・ら・伊達な道の駅」。日曜日ということもあり、たくさんのお客さんで溢れていました。それぞれ、思い思いのお土産を買い込み、帰途につきました。
◆意見交換（バスの中）
　帰りのバスの中では、一人一言今日の感想や今後の抱負などを発表し、お互いを理解することができました。


～会員団体が主催するイベントの事務局レポートです


（主催：あじ朗志組）
　ふるさと楽好とは、児童養護施設の子どもたちを島へ招待し、普段はできない体験をしてもらうことで、子供たちが大人になったときに懐かしんで来られる居場所や生きていく上での心の拠り所としての「こころのふるさと」になりたいという考えのもと取組みを実施しているものです。
３年目となる今回は、７月２６～２８日と８月５～７日の２コースを開催し、仙台の施設の子ども達を招待しました。子ども達は、海水浴やシーヤカックをはじめ、郷土料理の調理、クラフト教室や星空観察などを行い、３日間楽しく過ごしていました。また、島の人達も子ども達の元気な姿を見て、終始笑顔が絶えませんでした。
　
（主催：水と緑の環境フォーラム・ものう）
　１１月６日（金）石巻市桃生町永井いきいき交流センターにて川がにを食べながら北上川を語る会が開催されました。
　亀山石巻市長から「北上川について」と題して講演をいただきました。北上川の歴史やヨシの有効利用についてなど、北上川に対する熱い思いを語っていただきました。会場では、タイトルにある川がにはもちろん、桃生そばや地場産物の煮物や漬け物など、旬の食材が並び各々秋の味覚を堪能していました。地元の方はもちろん登米市や岩手県で北上川に関わり活動している団体の方など約９０名が参加し、思い思いに北上川やそれぞれの活動について語り合いながら、親交を深めることができたと思います。

	平成２２年度 全国地域リーダー養成塾塾生の募集について

	　

	
	少子高齢・人口減少社会の到来･･･都市と地方との格差拡大･･･地域産業の空洞化･･･これらの課題を克服し、個性豊かで活力に満ちた地域社会を着実に構築していくには、広い視野とすぐれた洞察力を備え、積極的な行動のできる力強い地域リーダーがますます必要とされます。
　そんな地域のリーダーを目指す、全国の熱い「元気人」を募集します！！

	
○研修期間　 平成22年5月から平成23年2月初旬まで

○研修内容　 ☆一般研修（講義、グループ演習、ゼミナール別調査研究など）
　　　　　　 ☆先駆的地域づくり現地調査（全国各地の事例調査）
　　　　 　　☆海外研修（希望者のみ）
　　　　　　　　　※ 開講後、主任講師による少人数のゼミナールに所属し、各自が地域の
　　　　　　　　　　　テーマを見つけ、調査研究に取り組み、「自ら考える力」を養います。

○応募資格　 １．地方公共団体等の職員
　　　　　　 ２．地域づくり団体のメンバーで、市町村長の推薦のある方
　　　　　　 ３．農協、商工会、第三セクターなどの職員で、市区町村長の推薦のある方
　　　　　　　　　※２、３の方は、市区町村担当課にご相談ください。

○募集人数　  40名程度

○応募期限　 平成22年1月22日（金）
　　　　　　　参加希望者は各市区町村担当課（都道府県職員の場合は都道府県担当課）へ
　　　　　　 応募書類を提出してください。
　　　　　　　

○詳細　　　（財）地域活性化センター　
　　　　　　 http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/4_kensyu/leader/Jyuku22bosyu.htmlまで。




この情報紙に掲載する記事を随時募集しておりますので，掲載したい情報があれば，ぜひお寄せください。また，ご意見や講座についてご質問等がございましたらお気軽にご連絡ください。
みやぎ地域づくり団体協議会石巻支部事務局
〒986-0812　石巻市東中里一丁目4-32

宮城県東部地方振興事務所　商工・振興第一班内
TEL 0225-95-1414   FAX 0225-95-1471

E-mail 　et-sinbk@pref.miyagi.jp   URL http://www.pref.miyagi.jp/et-sgsin/
 





石巻支部交流会を開催しました





主な日程


　・鳴子のお米プロジェクト（取組紹介）


　・ＪＲ御殿湯駅（視察）


　・東鳴子温泉街（バスから見学）


・あ・ら・伊達な道の駅（視察）











